
DNA情報を活用した土壌線虫の検出技術
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(研究期間：平成2１年～2３年；新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業)

現在、農業現場では病害虫による被害程度被害程度を科学的に予測診断
する方法がないため、不必要な農薬使用が多く見られます。中でも殺線虫
剤（D-D剤、ホスチアゼート粒剤など）は、前作の被害や線虫密度に関わ
らず予防のために使用されることが多くなっています。

そこで、殺線虫剤が多用される本県北東部の砂地畑地帯のサツマイモ－
ダイコンの作付け体系において、作付け前土壌に生息するネコブセンチュ
ウを土壌の遺伝子情報に基づき簡便かつ迅速に定量し、収穫時の線虫被害
度との関係を求めることで、線虫被害を予測する診断基準を作成し、線虫
診断・防除マニュアルを完成させたので紹介します。

サツマイモでは、線虫密度が土壌20g当たり100頭以下では、細根にコブ
がまばらに付く程度であり、最も被害が大きい圃場で被害度30でした。この
ことから、土壌20g当たり100頭以下の圃場では殺線虫剤が必要でないこと
が明らかとなりました（図１）。

砂土の0.1mm未満の粒径組成が占める割合が大
きい場合と、土壌地下水位が高い圃場は、線虫被害
度が高くなる傾向が認められますので注意が必要で
す（図２、表１）。つまり、線虫診断結果に今まで
の線虫被害発生履歴、土壌粒径割合や地下水位の深
さ等を考慮することで、線虫被害発生リスクを低減
することが可能と考えられます。

サツマイモ栽培では、線虫密度が土壌20g当たり100頭以下の場合は、
殺線虫剤の処理が必要でないことが明らかとなりました。このことにより、
本技術を用いた線虫診断の実用化をすることにより減農薬・コスト削減等
が期待できます。

y = 0.1549x + 3.486
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図１ ネコブセンチュウ初期密度（殺線虫剤処理前）と

線虫被害度との関係

図２ サツマイモに対する線虫被害の有無と砂の粒径組成

表１ サツマイモに対する線虫被害度と地下水位の関係
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